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五
井
蘭
洲
『
鷄
肋
篇
』
所
収
「
駁
太
宰
純
赤
穗
四
十
六
士
論
」
に
つ
い
て
黑
　
田
　
秀
　
教
一
、
は
じ
め
に
　
五
井
蘭
洲
は
懐
徳
堂
の
黄
金
期
を
築
い
た
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
に
学
問
を
教
え
た
師
で
あ
り
、
ま
た
反
徂
徠
学
と
い
う
懐
徳
堂
の
学
派
的
性
格
を
基
礎
付
け
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
を
駁
し
た
『
非
物
篇
』
の
他
に
も
、
徂
徠
や
徂
徠
学
派
を
批
判
す
る
言
説
は
、
蘭
洲
の
著
述
中
に
お
い
て
随
所
に
確
認
出
来
る
。
そ
し
て
、
斯
る
蘐
園
に
対
す
る
攻
撃
は
、
儒
教
経
典
の
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
言
論
活
動
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。即
ち
本
論
で
扱
う「
駁
太
宰
純
赤
穂
四
十
六
士
論
」（
以
下
、
蘭
洲
該
論
）
は
、
徂
徠
の
経
学
方
面
に
お
け
る
後
継
者
と
目
さ
れ
た
太
宰
春
台
の
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
に
反
駁
し
た
も
の
で
あ
り
、
春
台
の
赤
穂
義
士
批
判
に
対
し
て
赤
穂
義
士
を
擁
護
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
全
十
一
段
、
各
段
の
冒
頭
に
春
台
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
を
節
略
し
て
引
用
し
、
そ
の
後
に
蘭
洲
の
反
論
が
展
開
さ
れ
る
。
　
蘭
洲
該
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
田
原
嗣
郎
が
社
会
思
想
の
観
点
よ
り
詳
細
に
検
討
し
、
岸
田
知
子
が
そ
れ
を
承
け
、
更
に
儒
教
思
想
の
観
点
よ
り
補
足
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
田
原
は
将
軍
―
大
名
、
大
名
―
家
臣
と
い
う
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
二
重
構
造
の
君
臣
観
念
、及
び
義
の
概
念
に
着
目
し
、春
台
が
前
者
の
君
臣
関
係
を「
礼
」
に
基
づ
く
一
種
の
契
約
で
あ
る
と
考
え
た
の
に
対
し
、
蘭
洲
は
両
者
を
と
も
に
一
般
的
な
主
従
関
係
―
一
方
的
に
下
位
者
が
上
位
者
に
服
従
―
に
よ
っ
て
理
解
し
て
お
り
、
こ
こ
に
両
者
の
根
本
的
な
相
違
点
が
見
い
だ
せ
る
と
し
て
い
る（１）。
ま
た
義
に
つ
い
て
も
、
春
台
は
こ
れ
を
「
礼
」
の
根
底
に
あ
っ
て
君
臣
関
係
を
奥
底
か
ら
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し（２）、
蘭
洲
は
、
下
位
に
あ
る
臣
下
の
側
を
規
律
す
る
道
徳
律
と
し
て
お
り（３）、
や
は
り
両
者
は
相
容
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
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そ
し
て
、
岸
田
は
田
原
の
見
解
を
承
け
つ
つ
、「
礼
」
と
「
義
」
と
の
問
題
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
い
く
。
春
台
は
将
軍
―
大
名
の
関
係
を
礼
に
基
づ
く
一
種
の
契
約
関
係
と
し
て
い
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
も
し
上
位
者
の
将
軍
が
礼
を
破
れ
ば
、
下
位
者
の
大
名
が
将
軍
に
従
う
道
理
は
な
く
な
り
、
将
軍
と
直
接
的
な
主
従
関
係
に
な
い
大
名
の
家
臣
は
、
も
は
や
将
軍
を
敬
う
必
要
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
春
台
は
こ
う
し
た
理
屈
を
背
景
に
し
、
赤
穂
浪
士
は
吉
良
で
は
な
く
将
軍
を
怨
み
、
幕
府
に
叛
旗
を
翻
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
が（４）、
す
る
と
こ
れ
は
、
下
位
者
の
内
心
に
本
質
的
な
敬
意
、
忠
誠
心
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
上
位
者
の
存
在
と
い
う
外
部
か
ら
の
作
用
に
よ
り
、
敬
意
、
忠
誠
心
が
下
位
者
の
心
中
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
こ
で
蘭
洲
は
、
春
台
の
君
臣
論
は
告
子
の
義
外
説
に
由
る
と
喝
破
し
、
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う（５）。
　
と
こ
ろ
で
、
赤
穂
事
件
と
は
武
士
道
思
想
や
忠
孝
観
を
語
る
に
は
欠
か
せ
ぬ
材
料
で
も
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
し
て
既
に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
田
原
は
そ
れ
を
、
崎
門
内
部
で
行
わ
れ
て
い
た
第
一
ラ
ウ
ン
ド
と
、
春
台
の
言
説
に
触
発
さ
れ
て
巻
き
起
こ
っ
た
第
二
ラ
ウ
ン
ド
と
に
大
別
し（６）、
蘭
洲
の
主
張
が
春
台
批
判
の
代
表
格
と
看
做
せ
る
と
し
て
い
る
が（７）、
斯
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
蘭
洲
該
論
は
近
世
思
想
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
思
想
史
研
究
に
お
い
て
決
し
て
無
名
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
　
し
か
し
、
実
は
蘭
洲
該
論
が
、
版
本
に
よ
り
そ
の
記
述
内
容
を
大
い
に
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
田
原
、
岸
田
も
含
め
、
蘭
洲
該
論
に
言
及
す
る
場
合
、
総
じ
て
石
井
紫
郎
校
注
の
日
本
思
想
大
系
27
『
近
世
武
家
思
想（８）
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
て
い
る
（
以
下
、
大
系
本
）。
こ
れ
は
閲
覧
に
便
で
あ
る
と
と
も
に
、
校
注
者
及
び
日
本
思
想
大
系
シ
リ
ー
ズ
へ
の
信
頼
が
生
み
出
し
た
慣
習
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
大
系
本
が
依
拠
し
た
テ
ク
ス
ト
は
凡
例
に
記
さ
れ
て
お
り
、
蘭
洲
該
論
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
〔
底
本
〕静
嘉
堂
文
庫
蔵
写
本「
赤
穂
四
十
六
士
論
」ほ
か（
春
台
の
論
に
付
載
）。〔
校
合
本
〕
日
比
谷
本
・
簒
書
（
写
本
・
活
字
本（９））。
　
日
比
谷
本
と
は
、日
比
谷
図
書
館
蔵
写
本「
赤
穂
義
士
論
評
」（
天
明
七
年
以
降
書
写
）
の
こ
と
で
あ
り
、『
簒
書
』
と
は
鍋
田
晶
山
編
『
赤
穂
義
士
簒
書
』
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
写
本）10
（
、
及
び
国
書
刊
行
会
（
明
治
四
十
三
年
）
に
よ
る
刊
本
（
後
、
日
本
シ
ェ
ル
出
版
よ
り
昭
和
五
十
～
五
十
一
年
に
か
け
て
復
刻
）
を
利
用
し
た
と
い
う
が）11
（
、
一
目
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
附
録
や
叢
書
の
類
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
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が
、
履
軒
の
指
摘
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
履
軒
の
挙
げ
る
原
文
が
鷄
肋
本
の
表
記
と
合
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
日
我
々
が
目
に
す
る
鷄
肋
本
は
蘭
洲
の
最
終
稿
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
最
終
稿
た
る
鷄
肋
本
と
、
最
終
稿
に
改
稿
さ
れ
る
以
前
の
テ
キ
ス
ト
に
由
来
す
る
だ
ろ
う
大
系
本
と
の
間
に
は
、
論
旨
に
関
わ
る
改
変
が
存
在
し
、
こ
こ
に
お
い
て
田
原
と
岸
田
と
の
見
解
も
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
蘭
洲
該
論
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
田
原
は
春
台
「
赤
穗
四
十
六
士
論
」
が
発
表
さ
れ
て
間
も
無
く
の）13
（
、
西
暦
一
七
三
〇
年
代
と
し）14
（
、
岸
田
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
春
台
『
聖
学
問
答
』（
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
刊
）
を
見
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
三
六
～
一
七
四
〇
年
の
間
に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る）1（
（
。
し
か
し
、
蘭
洲
の
没
年
は
そ
れ
を
降
る
こ
と
二
十
年
以
上
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
間
に
蘭
洲
が
所
論
を
修
正
し
た
と
考
え
て
、差
し
支
え
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
非
物
篇
』
や
『
瑣
語
』
等
と
異
な
り
、『
鷄
肋
篇
』
は
遂
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
蘭
洲
該
論
の
決
定
稿
で
あ
る
鷄
肋
本
は
、
近
代
以
降
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
鷄
肋
本
と
大
系
本
と
の
異
同
を
概
観
し
た
後
、
鷄
肋
本
の
変
更
点
を
基
に
し
、
改
め
て
蘭
洲
「
駁
太
宰
純
赤
穗
四
十
六
士
論
」
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
ま
た
、蘭
洲
該
論
の
活
字
本
は
、他
に
『
近
世
武
家
教
育
思
想　
赤
穂
義
士
論
』（
日
本
教
育
思
想
体
系
・
８
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
十
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
赤
穂
義
士
簒
書
』
を
底
本
と
し
て
い
る
。
更
に
別
系
統
と
し
て
足
立
栗
園
編
『
赤
穗
四
十
六
士
論
』（
如
山
堂
書
店
、
明
治
四
十
三
年
）
も
あ
る
が
、こ
れ
も
蘭
洲
該
論
に
つ
い
て
は
大
系
本
と
大
差
な
く
、
同
編
者
に
よ
る
『
赤
穗
義
士
評
論
：
先
哲
』（
積
文
社
、
明
治
四
十
三
年
）
に
訓
読
し
て
抄
録
さ
れ
て
い
る
蘭
洲
該
論
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
入
手
可
能
な
蘭
洲
該
論
は
大
系
本
と
大
異
な
く
、
そ
う
で
あ
れ
ば
大
系
本
を
参
照
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
　
と
こ
ろ
が
、
実
は
蘭
洲
該
論
は
、
竹
山
・
履
軒
が
編
纂
し
た
蘭
洲
の
遺
稿
集
『
鷄
肋
篇
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
鷄
肋
本
）。『
非
物
篇
』
の
竹
山
序
に
は
「
吾
が
父
執
蘭
洲
先
生
、
没
し
て
後
無
し
。
積
善
と
弟
積
徳
と
治
命
を
奉
じ
て
以
て
遺
稿
を
整
理
す
。（
吾
父
執
蘭
洲
先
生
、
没
而
無
後
矣
。
積
善
与
弟
積
徳
奉
治
命
以
整
理
遺
稿）12
（
。）」
と
あ
り
、
蘭
洲
は
存
命
中
か
ら
竹
山
・
履
軒
に
遺
稿
の
整
理
を
託
し
て
い
た
ら
し
い
。『
鷄
肋
篇
』
に
つ
い
て
も
竹
山
『
鷄
肋
篇
疑
文
』、
履
軒
『
鷄
肋
疑
文
』
と
い
う
校
訂
作
業
に
関
す
る
資
料
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
す
る
と
鷄
肋
本
こ
そ
が
、
蘭
洲
該
論
の
最
終
稿
で
あ
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
な
お
、
蘭
洲
該
論
に
対
す
る
校
正
意
見
は
履
軒
『
鷄
肋
疑
文
』
に
確
認
で
き
る
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二
、‌‌『
鷄
肋
篇
』
所
収
本
の
テ
キ
ス
ト
及
び‌
思
想
大
系
本
と
の
異
同
［
凡
例
］
・ 
底
本
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
鷄
肋
篇
』
を
用
い
た
。
な
お
底
本
に
段
の
表
記
は
な
い
が
、
閲
覧
の
便
を
図
り
、（
　
）
に
よ
っ
て
段
番
号
を
示
す
。
・ 
底
本
の
文
字
表
記
は
正
字
に
統
一
し
、
俗
字
・
異
体
字
も
適
宜
正
字
に
改
め
て
い
る
。
・ 
棒
線
部
は
、
大
系
本
と
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
大
系
本
は
原
文
（
四
二
二
～
四
二
四
頁
）
の
文
字
表
記
を
校
勘
な
ど
に
よ
り
、
訓
読
（
四
一
八
～
四
二
二
頁
）
に
お
い
て
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
文
字
に
従
っ
た
。
な
お
、
便
宜
上
、
大
系
本
の
表
記
も
正
字
に
統
一
し
て
い
る
。
・ 　
　
 
は
、
大
系
本
に
存
在
し
な
い
節
を
表
す
。
・ 
大
系
本
は
蘭
洲
の
引
く
春
台
の
文
を
略
し
、
頭
注
に
よ
っ
て
春
台
原
文
の
参
照
箇
所
を
示
す
。
駁
太
宰
純
赤
穗
四
十
六
士
論
不
舉
全
文
、
要
不
害
其
義
。
（
第
一
段
）
太
宰
氏
曰
。
人
生
朝
不
謀
夕
。
誰
知
吉
良
子
之
不
死
、
以
待
明
年
之
冬
乎
。
郷
使
吉
良
子
不
及
明
年
之
冬
而
死
、
則
赤
穗
士
何
成
其
功
乎
。
夫
於
其
時
、
寧
薙
髪
爲
僧
、
而
遯
于
海
島
乎
。
將
掘
墓
鞭
尸
如
伍
子
胥
之
爲
乎
。
然
此
皆
不
可
爲
之
事
也
。
彼
若
爲
之
、
豈
不
爲
天
下
笑
與
。
今
吉
良
子
不
先
病
而
死
、
死
于
赤
穗
人
之
兵
。
雖
曰
天
誅
、
實
赤
穗
人
之
幸
也
。
自
古
忠
臣
烈
士［１］之
舉
事
也
、
茍
觀
其
勢
弗
可
猝
成
、
乃
澘
藏
隱
忍
、
量
力
而
動
、
待
時
而
起［２］。
要
在
濟
其
事
已
。
比
比
皆
然
。
豈
特
良
雄
等［３］。
若
以
彼
之
命
也
不［４］可
期
、
而
卒
然
輕
擧
、
措
濟
否
於
度
外
者
、
良［５］
小
丈
夫
齷
齪
者
之
爲
也
。
且［６］
吾
之
死
生
、
尚
弗
可
保
也
。
矧
彼［７］哉
。
此
在
所
不
論
也
。
是
命
焉
耳
。
吾
豈
茍
乎
哉
。
伹
盡
在
己
者［８］、
安
可
以
此
瑕
殄［９］良
雄
等
耶
。
不
幸
、
吉
良
子
得
保
首
領
死］10
［
牖
下
、
則］11
［
良
雄
等
、
當
告
之
亡
君
之
靈
、
慟
哭
自
殺
、
以
自
明
矣
。
決
不
偷
生 
、
亦］12
［
豈
有
爲
僧
遯
世
、
及
鞭
尸
之
爲
也
哉
。
程
嬰
既
濟
其
事
、
猶
謂
義
弗
可
獨
生
而
死
。
知
義
者
蓋
如
此
。
且
也
純
以
向
吉
良
子
之
死
爲
天
誅
、
則
四
十
六
士
、
行
天
誅
之
人
也
。
行
天
誅
者
、
而
豈
可
非
之
乎
。
其
說
相
矛
盾
。
（
第
二
段
）
赤
穗
侯
之
死
、
非
吉
良
子
殺
之
、
則
吉
良
子
非
赤
穗
侯
之
讐
也
。
良
雄
等
何
得
殺
之
。
斯
之
謂
不
知
所
怨
。
予
於
是
乎
非
良
雄
等
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所
行
也
。
赤
穗
侯
、
固
有
辜］13
［
、
法
當
死
。
法
其
可
讐
乎
。
吉
良
子
固
非
殺
之
者
、
亦
弗
可
讐
也
。
於
是
良
雄
等
、
不
唱］14
［
以
復
讐
、
伹
道
爲
亡
君
繼
遺
志
。
蓋
謂
亡
君
臨
賜］1（
［
死
、
其
心
豈
敢
怨
上
。
唯
義
英
漏
刄
脫
走
、
是
爲
至
憾
、
沒
而
不
瞑］16
［
。
故
臣
等
代
之
殺
之
、
以
慰
其
積
憤］1（
［
於
地
下
耳
。
非
復
讐
之
謂
也
。
雖
然
迹
其
死］18
［
之
所
由
、
亦
唯
起
自
吉
良
子］19
［
。
是
以
世
人
稱
爲
復
讐
、
亦
不
爲
過
。
（
第
三
段
）
未
聞
有
一
人
倡
斯
義
於
世
。
鴻
生
鉅
儒
尚
昧
于
斯
義
。
况
常
人
乎
。
當
此
時
也
、
非
吾
論
著
之
、
斯
義
將
終
不
明
于
世
。
豈
不
哀
哉
。
良
雄
以
喪
國
遺
臣］20
［
、
率
同
盟
動
干
戈
都
城］21
［
之
内
、
殺
權
貴
人
、
如
斃
孤
豚
。
其
罪
大
矣
。
以
春
秋
之
法
斷
之
、
固
盗
之
者
也
。
宜
嚴
誅
之
、
梟
首
于
市
、
與
衆
棄
之
者］22
［
。
然　
國
家
不
付
之
吏
、
屬
諸
諸
侯］23
［
。
諸
侯
亦
不
爲
厲
已
、
顧
待
周
至
。
久
之
特
賜
自
裁
令］24
［
得
收
葬
。
蓋
其
國
除
無
後
、
良
雄
等
𡚒
身
弗］2（
［
顧
、
間
關
﨑
嶇
、
克
濟
其
一
念
忠
君
之
心
。
於
是
義
其
擧
、
恕
其
情
、
以
從
寬
典
耳］26
［
。
士
君
子
之］2（
［
論
而
與
之
、
亦
復
斯
之
由
矣］28
［
。
世
有
一
種
好
奇
異
衆
、
若
佐
藤
直
方］29
［
者
。
立
論
非
之
。
雷
同
勦
說
亦
有
焉
。
今
襲
其
說
、
旦
曰
、
非
吾
論
著
之
、
斯
義
不
明
。
可
笑
之
甚
。
（
第
四
段
）
純
聞
、　
神
祖
之
法
、
殺
人
於
朝
者
死
。
赤
穗
侯
之
於
吉
良
子
、
傷
之
而
已
。
是
其
罪
宜
不
死
。
而
國
家
賜
之
死
、
則
是
其
刑
過
當
矣
。
爲
赤
穗
侯
之
臣
者
、
當
唯
斯
之
怨
。
今
良
雄
等
不
怨
其
所
怨
、
而
怨
吉
良
子
。
良
雄
等
所
怨
者
小
哉
。
赤
穗
侯
殺
人
者
也
。
其
人
幸］30
［
不
至
死
耳
。
且
其
地
則
殿
庭］31
［
也
。
其
時
則
行
大
禮
也
。
而
吉
良
子
所
其
受
教
也
。
一
旦
以
私
忿
謀
殺
之
。
其
罪
不
細］32
［
。
然
其
刑
當
否
、
非
吾
儕
小
人
所
敢
議］33
［
。
置
而
不
論
可
。
夫
赤
穗
侯
之
死
、
以
罪
也
。
焉
敢
怨　
國
家
。
君
既
爾
、
其
臣
亦
不
敢
。
即］34
［
怨
之
、
其
私
心
也
。
怒
於
室
、
色
於
市
也］3（
［
、
唯
其
罪
死
也
。
輙
吉
良
子
邪
慝
之
故
、
是
乃
赤
穗
侯
之
所
仇
視
、
而
良
雄
等
之
所
切
歯
焉
。
然
則
如
何
而
可］36
［
。
在
必
殺
之
、
以
遂
亡
君
之
志
而
巳］3（
［
。
設
令
良
雄
等
所
怨
而
大
、
則］38
［
我
不
知
其
何
爲
也
。
可
謂
謬
妄
矣
（
第
五
段
）
凡
仕
於
侯
國
者
、　
縣
官
有
禮
於
其
君
、
則
固
當
從
其
君
畏　
縣
官
。
若
不
幸　
縣
官
無
禮
於
其
君
、
則
當
怨　
縣
官
。
蓋
諸
侯
之
臣
、
唯
知
有
其
君
而
巳
。
豈
知
有　
縣
官
乎
。
在
古
、
人
各
爲
其
主
者
、
敵
國
分
爭
之
時
、
尚
可
言
之］39
［
。
治
世
大
一
統
。
一
民
莫
非
其
臣］40
［
。
而
不
知
有　
縣
官
、
可
也
乎
。
使
侯
國
之
臣
、
會　
上
之］41
［
無
禮
其
君
、
輙
相
聚］42
［
怨
之
也
。
禍
之
所
由
生
。
昔
趙
貫
高
・
趙
午
、
視
漢
高
無
禮
其
君
張
敖］43
［
、
即］44
［
怨
怒
漢
高
、
潜
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圖
不
軌
。
事
覺
張
敖
廢
、
高
等
誅
。
可
以
殷
鑒
矣
。
又
舍
其
君
、
通
志　
縣
官
者
、
亦
固
叛
人
、
江
充
之
所
以
亂
趙
也］4（
［
。
純
本
喜
荀
子
義
外
之
說］46
［
、
宜
其
所
謂
義
、
即］4（
［
貫
高
・
趙
午
之
義
、
非
聖
人
之
義
也
、
語
曰
、
雖
君
不
君
、
臣
不
可
不
臣
。
果
如
其
說
也
、
雖
君
欲
爲
臣
、
而
其
臣
欲
其
君
不
爲
臣
也
。
豈
理
也
耶
。
推
其
說
之
所
由
、蔑
視　
　
王
朝
之
所
致
。何
者
。彼
其
紀
事
曰
、　
山
城
天
皇
、
使
人
來
聘
。
夫　
天
皇
而
係
以
地
、
豈　
江
都
尊　
王
朝
之
意
也
耶
。
孔
子
之
時
、
周
室
卑
微
、
同
於
小
侯
、
孔
子
修
春
秋
、
不
地
天
王
。
蓋
存
大
義
也
。
彼
猥
自
尊
大
、
敢
稱
儒
者
、
而
弗
識
名
與
分
。
哀
矣
夫
、
（
第
六
段
）
且
我
東
方
之
士
、
自
有
一
道
。
見
其
君
長
之
死
、
立
即
心
亂
發
狂
、
不
旋
踵
赴
其
難
、
伹
以
死
爲
義
、
不
復
問
其
當
否
。
自
仁
者
觀
之
、
雖
或
不
免
爲
徒
死
、
而　
國
家
因
存
是
道
。
亦
足
以
勵
士
氣
。
故
不
可
棄
也
。
義
者
天
下
之
所
同
、
其
所
爲
也
當
義
、
何
爲
自
有
一
道
。
天
下
之
惡
一
也 
。
茍
不
當
義
、
則
亦
弗
足
以
爲
道
。
是
皆
武
人
俗
吏
之
談
、
非
君
子］48
［
之
辭
矣
。
吾
聞
大
宰
子
、
物
徂
來
之
徒
也
。
徂
來
之
學
、
臭
味
明
末
陋
儒
、
欲
慢
君
臣
之
義
、
類
王
衍
・
馮
道
者
也
。
風
習
之
所
漸
、
乃
彼
以
爲
君
致
死
、
爲
心
亂
發
狂
、
已
。
欒
共
子
曰
、
民
生
於
三
、
事
之
如
一
。
唯
其
所
在
則
致
死
焉
、
古
之
誼
也
。
彼
焉
足
知
之
。
（
第
七
段
）
今
良
雄
等
不
怨
其
所
怨
、
而
怨
吉
良
子
、
進
退
以
畏
縣
官
爲
辭
。
不
啻
不
知
人
臣
之
義
、
亦
失
此
方
之
士
所
以
爲
道
。
豈
不
哀
哉
。
縣
官
者
、
其
君
之
君
也
。
第
畏
其
君
、
故
畏　
縣
官
。
書
曰
、
不
畏
入
畏
、
此
之
謂
也
。
今
以
不
畏　
縣
官
、
心
亂
發
狂
、
待
良
雄
、
不
亦
盭
乎］49
［
。
（
第
八
段
）
曰
、
然
則
赤
穗
士
爲
其
君
、
當
奈
何
。
曰
、
不
如
死
於
赤
穗
城
。
吾
聞
之
、
赤
穗
富
國
也
。
民
欣
戴
其
君
非
一
世
。
良
雄
等
茍
能
以
義
先
之
、
誰
敢
叛
之
。
則
其
戰
士
何
止
四
十
六
人
哉
。
誠
可
以
背
城
與
使
者
一
戰
焉
。
然
後
登
城
縱
火
、
人
各
自
殺
、
令
其
尸
與
城
俱
焚
、
赤
穗
人
之
能
事
畢
矣
。
良
雄
等
不
知
出
此
、
拱
手
授
使
者
城
。
可
謂
失
䇿
。
其
君
有
罪
國
除
、
其
大
臣
輙
盡
歐］（0
［
臣
民
、
嬰
城
堅
守］（1
［
、
拒
官
命
殺
使
者
、
是
即］（2
［
悖
亂
之
極
已
。
縱］（3
［
雖
與
城
俱
焚
、
而
怨
未
可
釋］（4
［
、
而
徒
益
亡
君
之
失
、
遂
殃
及
其
宗
族］（（
［
。
是
不
義
之
義
。
彼
以
爲
義
、
不
亦
左
乎］（6
［
。
且
其
所
云
云
者
、
良
雄
以
爲
非
計
。
彼
乃
謂
不
知
出
此
。
可
笑
。
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（
第
九
段
）
既
不
能
死
于
赤
穗
城
、
則
當
趣
徃
東
都
、
率
其
部
伍
、
以
攻
吉
良
氏
。
克
之
亦
死
、
不
克
亦
死
。
均
之
死
而
已
。
尚
可
以
塞
責
也
。
良
雄
等
不
能
爾
、
悠
悠
待
時
、
徒
用
隱
謀
秘
計
、
以
求
殺
吉
良
子
。
彼
其
志
在
濟
事
成
功
以
要
名
利
。
鄙
矣
哉
。
當
是
之
時
、
吉
良
子
之
不
先
難
死
、
赤
穗
士
之
幸
也
。
既
曰
良
雄
等
不
可
怨
吉
良
子
、
又
曰
趣
徃
東
都
攻
吉
良
氏
。
一
以
怨　
縣
官
、
一
以
怨
吉
良
子
。
何
其
怨
之
多］（（
［
也
。
可
謂
無
定
說
矣
。
夫
良
雄
之
志
、
必
殺
之
、
而
後
乃］（8
［
其
責
斯
塞
。
不
以
徒
死
爲
塞
其
責
也］（9
［
。
故
其
所
以
克
之］60
［
、
深
謀
遠
慮
、
不
得
不
用
也
。
安］61
［
妄
攻
之　
有
。
是
皆
不
切
事
情
矣
。
所
謂
伹
以
死
爲
義
、
不
復
問
其
當
否
者
所
爲］62
［
、
良
雄
不
爲
之
。
嗚
呼
良
雄
當
攻
吉
良
氏
之
弟］63
［
也
。
惡
知
不
罹
敵
之
鋒
刄
、
又
惡
知
求
吉
良
子
終
弗
可
獲
也
。
求
而
不
獲
、
尚
歸
於
何
黨
矣
。
必
也
相
與
自
殺
弟］64
［
中
、
以
謝
亡
君
於
地
下
。
是
兒
童
之
所
能
知
焉
。
乃］6（
［
至
吉
良
子
授
首
、
軀
亦
無
它］66
［
、
寔］6（
［
出
望
外
、
亦
有
天
幸
也
。
凡
將
士
之
趨
鬪
也
、
皆
必
有
死
之
心
、
無
生
之
氣
。
不
然
安
能
入
不
測
、
身
爲
劍
芒
之
質
乎］68
［
。
是
固］69
［
儒
生
文
人
之
所
不
關
知
也
。
良
雄
於
是
唯
敵
是
求
、
不
顧
身
死
。
豈
遑
要
名
利
哉
。
所
謂
以
小
人
之
腹
而
度
君
子
之
心
也］（0
［
。
小
人
之
好
議
論
、
不
樂
成
人
之
美
、
如
斯
夫
。
（
第
十
段
）
良
雄
等
既
殺
吉
良
子
、
獻
捷
於
其
君
之
墓
、
則
其
事
濟
矣
。
其
責
塞
矣
。
匹
夫
攻
殺
朝
士
、
其
罪
當
死
。
於
是
乎
四
十
六
士
可
以
自
裁
。
尚
何
有
待
官
命
乎
。
佘
先
人
甞
有
此
論］（1
［
。
雖
然
良
雄
之
謀
也
、
積
以
歳
月 
、
始
衷］（2
［
終
皆
擧
之
而
後
起
焉
。
必
也
有
以
未
可
遽
間
之
矣］（3
［
。
蓋
謂
以
陪
臣
殺
權
貴
、
所
不
敢］（4
［
。
然
其
一
念
忠
君
之
心
、
弗］（（
［
以
彼
易
此
、
今
也
遂
矣
。
唯
當
束
身
歸
有
司
、
以］（6
［
就
斧
鐵
也
。
是
在
可
以
死
可
以
無
死
之
時
與］（（
［
。　
國
家
萬
一
或
嘉
其
志
、
屈
刑
章
釋］（8
［
其
死
、
於
是
乎
再
拜
稽
首
、
繼
以
自
殺
。
含
笑
入
地
下］（9
［
。
感
慨
殺
身
易
、
從
容
就
義
難
、
良
雄
有
焉
、
（
第
十
一
段
）
彼
其
心
以
、
濟
至
難
之
事
、
云
云
。
此
後
數
百
言
、
皆
强
誣
之
辭
、
以
敷
衍
要
名
利
之
說
。
不
足
論
矣
。
蘓
子
瞻
論
荀
卿
曰
、
喜
爲
異
說
、
而
不
讓
、
敢
爲
高
論
而
不
顧
者
。
大
宰
子
可
謂
善
繼
荀
子
者
矣
。
［
１
］ 
大
系
本
は
「
節
士
」
に
作
る
。
［
２
］ 
大
系
本
は
「
興
」
に
作
る
。
［
３
］ 
大
系
本
は
「
赤
穗
人
」
に
作
る
。
［
４
］ 
大
系
本
は
「
弗
」
に
作
る
。
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［
５
］ 
大
系
本
は
「
信
」
に
作
る
。
［
６
］ 
大
系
本
は
「
且
也
」
に
作
る
。
［
７
］ 
大
系
本
は
「
於
彼
」
に
作
る
。
［
８
］ 
大
系
本
は
「
者
也
」
に
作
る
。
［
９
］ 
大
系
本
は
「
議
」
に
作
る
。
［
10
］ 
大
系
本
は
「
得
死
於
」
に
作
る
。
［
11
］ 
大
系
本
は
「
及
」
に
作
る
。
［
12
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
13
］ 
大
系
本
は
「
有
罪
」
に
作
る
。
［
14
］ 
大
系
本
は
「
倡
」
に
作
る
。
［
15
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
16
］ 
大
系
本
は
「
不
能
即
死
、
是
爲
至
憾
」
に
作
る
。
［
17
］ 
大
系
本
は
「
亡
君
之
憤
」
に
作
る
。
［
18
］ 
大
系
本
は
「
罪
」
に
作
る
。
［
19
］ 
大
系
本
は
「
吉
良
子
之
起
」
に
作
る
。
［
20
］ 
大
系
本
は
「
喪
國
之
遺
臣
」
に
作
る
。
［
21
］ 
大
系
本
は
「
干
戈
於
都
城
」
に
作
る
。
［
22
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
23
］ 
大
系
本
は
「
屬
之
諸
侯
」
に
作
る
。
［
24
］ 
大
系
本
は
「
使
」
に
作
る
。
［
25
］ 
大
系
本
は
「
不
」
に
作
る
。
［
26
］ 
大
系
本
は
「
也
」
に
作
る
。
［
27
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
28
］ 
大
系
本
は
「
耳
」
に
作
る
。
［
29
］ 
大
系
本
は
「
佐
直
方
」
に
作
る
。
［
30
］ 
大
系
本
は
「
幸
其
人
」
に
作
る
。
［
31
］ 
大
系
本
は
「
殿
廷
」
に
作
る
。
［
32
］ 
大
系
本
は
「
其
罪
不
細
」
の
上
に
「
大
不
敬
」
有
り
。
［
33
］ 
大
系
本
は
「
吾
儕
之
所
敢
議
也
」
に
作
る
。
［
34
］ 
大
系
本
は
「
如
」
に
作
る
。
［
35
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
36
］ 
大
系
本
は
「
所
當
怨
焉
、
怨
之
奈
何
」
に
作
る
。
［
37
］ 
大
系
本
は
「
其
首
奠
諸
亡
君
之
墓
而
後
已
」
に
作
る
。
［
38
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
39
］ 
大
系
本
は
「
敵
國
分
爭
之
時
、
人
各
爲
其
主
宜
也
」
に
作
る
。
［
40
］ 
大
系
本
は
「
食
土
之
毛
、
誰
非
其
民
」
に
作
る
。
［
41
］ 
大
系
本
は
「
縣
官
少
」
に
作
る
。
［
42
］ 
大
系
本
は
「
集
」
に
作
る
。
［
43
］ 
大
系
本
は
「
其
主
張
敖
也
」
に
作
る
。
［
44
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
45
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
46
］ 
大
系
本
は
「
彼
本
喜
告
子
義
外
之
說
」
に
作
る
。
［
47
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
48
］ 
大
系
本
は
「
士
君
子
」
に
作
る
。
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［
49
］ 
大
系
本
は
「
畏
縣
官
、
即
所
以
畏
其
君
也
、
不
畏
縣
官
、
乃
殃
及
其
君
者
也
、
此
之
謂
不
畏
其
君
也
、
今
以
不
畏
其
君
、
行
不
義
之
義
、
強
之
良
雄
、
所
以
唆
惡
者
、
非
耶
」
に
作
る
。
［
50
］ 
大
系
本
は
「
驅
」
に
作
る
。
［
51
］ 
大
系
本
は
「
據
城
固
守
」
に
作
る
。
［
52
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
53
］ 
大
系
本
は
「
且
縱
」
に
作
る
。
［
54
］ 
大
系
本
は
「
弗
可
解
」
に
作
る
。
［
55
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
56
］ 
大
系
本
は
「
不
亦
左
乎
、
是
及
不
義
之
義
、
彼
以
爲
義
矣
哉
」
に
作
る
。
［
57
］ 
大
系
本
は
「
所
怨
之
多
」
に
作
る
。
［
58
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
59
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
60
］ 
大
系
本
は
「
所
以
克
之
者
」
に
作
る
。
［
61
］ 
大
系
本
は
「
焉
」
に
作
る
。
［
62
］ 
大
系
本
は
「
之
所
爲
」
に
作
る
。
［
63
］ 
大
系
本
は
「
第
」
に
作
る
。
［
64
］ 
大
系
本
は
「
第
」
に
作
る
。
［
65
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
66
］ 
大
系
本
は
「
宅
」
に
作
る
。
［
67
］ 
大
系
本
は
「
實
」
に
作
る
。
［
68
］ 
大
系
本
は
「
邪
」
に
作
る
。
［
69
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
70
］ 
大
系
本
は
「
矣
」
に
作
る
。
［
71
］ 
大
系
本
は
「
此
論
余
先
君
子
亦
及
焉
、
余
亦
同
之
」
に
作
る
。
［
72
］ 
大
系
本
は
「
衰
」
に
作
る
。
［
73
］ 
大
系
本
は
「
以
爲
非
也
」
に
作
る
。
［
74
］ 
大
系
本
は
「
所
不
敢
矣
」
に
作
る
。
［
75
］ 
大
系
本
は
「
不
」
に
作
る
。
［
76
］ 
大
系
本
は
無
し
。
［
77
］ 
大
系
本
は
「
歟
」
に
作
る
。
［
78
］ 
大
系
本
は
「
赦
」
に
作
る
。
［
79
］ 
大
系
本
は
「
地
下
」
の
下
、「
決
不
偸
生
」
の
句
有
り
。
三
、
告
子
を
荀
子
に
変
更
の
こ
と
　
前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
鷄
肋
本
で
は
大
系
本
に
存
在
し
な
い
節
が
複
数
確
認
で
き
、ま
た
記
述
が
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
段
、
語
句
の
削
去
に
よ
り
論
旨
が
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
改
変
の
中
で
も
、
特
に
重
要
に
な
る
の
が
第
五
段
で
あ
る
。
こ
の
第
五
段
で
は
二
重
構
造
の
君
臣
関
係
、
及
び
告
子
の
仁
内
義
外
説
へ
の
言
及
が
さ
れ
て
お
り
、
田
原
、
岸
田
と
も
に
こ
の
第
五
段
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
五
段
の
改
変
を
手
掛
か
り
と
し
、
蘭
洲
や
懐
徳
堂
の
思
想
を
検
討
し
て
い
く
上
で
注
目
す
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べ
き
点
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
　
第
五
段
は
冒
頭
か
ら
し
て
言
い
回
し
に
異
同
が
確
認
で
き
る
が
、
特
に
改
変
著
し
い
の
は
中
段
及
び
後
段
で
あ
る
。
そ
の
中
段
部
は
、
大
系
本
で
は
岸
田
が
検
討
し
た
告
子
の
義
外
説
に
纏
わ
る
部
分
で
あ
る
が
、
鷄
肋
本
で
は
告
子
の
名
が
そ
も
そ
も
登
場
し
な
い
。
［
鷄
］純
本
と
荀
子
の
義
外
の
説
を
喜
ぶ
。宜
な
り
其
の
所
謂
義
は
、
即
ち
貫
高
・
趙
午
の
義
に
し
て
、
聖
人
の
義
に
非
ざ
る
こ
と
や）16
（
。
［
大
］彼
も
と
告
子
の
義
外
の
説
を
喜
ぶ
。
宜
な
り
そ
の
い
は
ゆ
る
義
は
、
貫
高
・
趙
午
の
義
に
し
て
、
聖
人
の
義
に
非
ざ
る
こ
と
や）1（
（
。
　
一
目
し
て
暸
然
で
あ
る
が
、
大
系
本
に
お
け
る
「
告
子
」
が
鷄
肋
本
で
は
「
荀
子
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
蘭
洲
該
論
の
最
終
段
で
あ
る
第
十
一
段
に
は
、
大
系
本
に
は
見
え
な
い
一
節
が
加
え
ら
れ
て
全
体
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
春
台
を
荀
子
に
擬
す
る
。
［
鷄
］蘓
子
瞻
荀
卿
を
論
じ
て
曰
く
、
異
説
を
為
す
を
喜
び
て
、
譲
ら
ず
、
敢
へ
て
高
論
を
為
し
て
顧
ざ
る
者
な
り
、
と
。
大
宰
子
は
善
く
荀
子
を
継
ぐ
者
と
謂
ふ
可
し
。
　
こ
の
よ
う
に
、
鷄
肋
本
で
は
、
春
台
を
荀
子
の
継
承
者
に
位
置
付
け
て
こ
れ
を
批
判
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
全
体
を
貫
徹
す
る
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
大
系
本
で
は
、
告
子
の
名
は
第
五
段
に
登
場
す
る
の
み
で
あ
り
、
鷄
肋
本
の
よ
う
に
全
体
の
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。
　
抑
も
孟
子
を
儒
家
の
正
統
な
思
想
的
系
譜
と
看
做
す
立
場
か
ら
は
、
告
子
・
荀
子
は
と
も
に
批
判
対
象
と
さ
れ
、
よ
っ
て
敵
対
学
派
を
告
子
・
荀
子
に
擬
え
る
言
説
は
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
竹
山
と
友
誼
を
結
ん
で
い
た
尾
藤
二
洲
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
陸
王
と
は
、
告
子
の
流
に
し
て
、
精
玅
啻
だ
に
一
層
す
る
の
み
な
ら
ず
。
原
佐
茂
卿
と
は
、
荀
子
の
流
に
し
て
、
狂
妄
啻
だ
に
百
倍
す
る
の
み
な
ら
ず
。（
陸
王
者
、
告
子
之
流
、
而
精
玅
不
啻
一
層
。
原
佐
茂
卿
者
、
荀
子
之
流
、
而
狂
妄
不
啻
百
倍
。）（『
其
餐
録）18
（
』）
　
陸
象
山
、
王
陽
明
を
告
子
の
系
譜
と
し
、
伊
藤
仁
斎
、
荻
生
徂
徠
を
荀
子
の
系
譜
と
し
て
、
こ
れ
を
攻
撃
す
る
。
な
お
、
こ
の
言
葉
は
若
干
改
変
さ
れ
、
愛
媛
県
四
国
中
央
市
川
之
江
町
の
川
之
江
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城
趾
に
聳
え
る
二
洲
尾
藤
先
生
碑
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
二
洲
を
代
表
す
る
言
葉
と
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
蘭
洲
に
も
こ
う
し
た
言
説
が
確
認
で
き
る
。
近
世
の
挈
瓶
の
徒
、
靡
然
と
し
て
異
を
好
み
、
莫
不
搤
腕
し
て
古
へ
を
道
は
ざ
る
莫
し
。荀
況
の
学
を
為
す
者
之
れ
有
り
、
韓
非
の
学
を
為
す
者
之
れ
有
り
、
孟
を
非
と
し
告
を
是
と
す
る
こ
と
有
る
者
之
れ
有
り
。（
近
世
挈
瓶
之
徒
、
靡
然
好
異
、
莫
不
搤
腕
道
古
。
為
荀
況
之
学
者
有
之
、
為
韓
非
之
学
者
有
之
、
有
非
孟
是
告
者
有
之
。）（「
読
商
子）19
（
」）
　　
近
時
に
お
い
て
正
統
で
は
な
い
学
問
を
す
る
者
が
お
り
、
そ
う
し
た
も
の
は
荀
子
・
韓
非
子
・
告
子
の
学
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
批
判
す
る
。
此
の
如
く
、
二
洲
に
せ
よ
蘭
洲
に
せ
よ
、
朱
子
学
を
奉
ず
る
者
は
舌
鋒
を
交
わ
す
相
手
を
指
弾
す
る
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
、
告
子
・
荀
子
の
名
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
　
但
し
、
蘭
洲
は
荀
子
に
つ
い
て
、
否
定
的
評
価
の
み
を
与
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
は
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
荀
子
も
亦
た
豪
傑
な
る
か
な
。
彼
の
伎
倆
、
性
悪
善
偽
の
一
句
を
見
る
に
、
所
見
無
し
と
為
さ
ず
。
然
れ
ど
も
性
の
本
を
知
ら
ざ
る
な
り
。之
を
譬
ふ
れ
ば
樹
を
家
に
種
う
る
が
如
し
。
梅
を
以
て
桃
に
接
げ
ば
、
根
株
は
梅
に
非
ず
と
雖
も
、
而
て
花
を
発
き
実
を
結
ぶ
。
粲
然
と
し
て
早
く
且
つ
蕃
る
。
荀
子
も
亦
た
粲
然
と
す
る
者
か
な
。（
荀
子
亦
豪
傑
也
哉
。
彼
之
伎
倆
、
見
性
悪
善
偽
一
句
、
不
為
無
所
見
。
然
不
知
性
之
本
也
。
譬
之
如
種
樹
家
、
以
梅
接
桃
、
雖
根
株
非
梅
、
而
発
花
結
実
、
粲
然
早
且
蕃
。
荀
子
亦
粲
然
者
哉
。）（「
冽
庵
漫
録
第
一）20
（
」）
荀
子
は
偽
を
貴
び
性
を
賎
し
む
。
是
れ
其
の
家
言
な
る
も
、
亦
た
一
見
す
。
而
も
楽
論
篇
に
曰
く
、「
誠
を
著
し
偽
を
去
る
は
、
礼
の
経
な
り
」
と
。
此
れ
自
ら
其
の
説
に
戻
る
。（
荀
子
貴
偽
賎
性
。
是
其
家
言
、
亦
一
見
矣
。
而
楽
論
篇
曰
、「
著
誠
去
偽
、礼
之
経
也
」。此
自
戻
其
説
。）（「
冽
庵
漫
録
第
一）21
（
」）
　
荀
子
も
一
人
の
豪
傑
で
あ
り
、
そ
の
学
識
も
性
悪
説
の
点
か
ら
所
見
を
認
め
ら
れ
る
と
言
う
。
性
の
本
と
い
う
根
本
部
分
に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
と
す
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
そ
の
学
説
は
粲
然
と
輝
い
て
い
る
と
評
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
つ
の
「
家
言
」
で
あ
り
、
一
見
の
価
値
あ
り
と
さ
れ
る
。
　
根
本
と
は
価
値
判
断
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
結
局
は
荀
子
の
思
想
も
正
統
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
蘭
洲
の
発
言
か
ら
は
、
意
外
に
も
荀
子
を
高
く
評
価
し
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て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
弟
子
の
履
軒
は
、
一
家
言
を
有
す
る
思
想
で
あ
れ
ば
、
経
説
に
混
入
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
条
件
は
付
け
る
も
の
の
、
私
に
講
ず
る
こ
と
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る）22
（
。
つ
ま
り
、
蘭
洲
の
斯
る
学
問
観
が
履
軒
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
　
蘭
洲
の
荀
子
観
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
「
荀
子
の
義
外
説
」
と
は
聞
き
馴
れ
ぬ
表
現
で
あ
る
。
確
か
に
告
子
の
義
外
説
を
よ
り
徹
底
さ
せ
た
の
が
荀
子
の
性
悪
説
、
礼
義
説
と
さ
れ
て
い
る）23
（
。
従
っ
て
、
春
台
の
君
臣
論
が
告
子
の
義
外
説
に
基
づ
く
と
し
た
蘭
洲
の
見
解
は
、
こ
れ
を
荀
子
の
名
に
差
し
替
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
主
旨
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
荀
子
も
礼
に
よ
っ
て
後
天
的
に
道
徳
心
を
養
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
道
徳
心
を
先
天
的
な
も
の
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
荀
子
の
学
説
は
「
礼
論
」
と
し
て
語
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
義
外
説
と
い
う
用
語
を
荀
子
に
繋
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
蘭
洲
該
論
に
お
い
て
、
大
系
本
の
告
子
が
鷄
肋
本
で
は
荀
子
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
　
岸
田
に
よ
る
と
、告
子
義
外
説
の
再
評
価
は
徂
徠
に
始
ま
る
が
、
し
か
し
徂
徠
自
身
は
こ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
春
台
が
徂
徠
説
を
引
き
継
ぎ
い
で
こ
れ
を
大
き
く
展
開
さ
せ
た
と
い
う）24
（
。
確
か
に
、『
聖
学
問
答
』
巻
之
上
を
紐
解
け
ば
、
春
台
が
告
子
の
義
外
説
に
つ
い
て
熱
弁
を
振
る
い
こ
れ
を
肯
定
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
岸
田
が
述
べ
る
よ
う
に
、
蘭
洲
は
春
台
の
所
説
を
告
子
に
重
ね
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
荀
子
に
対
す
る
春
台
の
評
価
は
、
頗
る
低
い
。
荀
子
が
意
は
、
性
に
拘
は
ら
ず
、
教
学
を
主
と
す
る
旨
な
れ
ば
、
本
は
悪
か
ら
ぬ
意
な
れ
ど
も
、
子
思
の
率
性
と
い
ひ
、
孟
子
の
性
は
善
と
い
へ
る
を
破
ら
ん
と
て
、
此
僻
論
を
立
た
る
な
り
。
子
思
の
率
性
と
い
へ
る
は
、
告
子
が
楊
柳
の
喩
の
意
に
て
、
聖
人
の
旨
に
違
は
ず
。
孟
子
の
性
善
は
、
聖
人
の
旨
に
非
ず
し
て
、
無
稽
の
言
な
る
を
、
荀
子
こ
れ
を
矯
る
と
て
、
矯
す
ぎ
て
又
背
の
方
へ
枉
り
た
る
な
り
。
然
ら
ば
孟
子
と
荀
子
と
、
性
の
説
は
相
反
し
て
同
か
ら
ね
ど
も
、
聖
旨
に
違
へ
る
處
は
、
同
等
の
罪
な
り
。（『
聖
学
問
答
』
巻
之
上）2（
（
）
　
荀
子
が
性
に
関
わ
り
な
く
後
天
的
な
教
育
を
重
視
し
た
こ
と
は
良
い
と
す
る
が
、
し
か
し
、
孟
子
を
駁
せ
ん
が
た
め
に
性
悪
と
い
う
説
を
唱
え
た
こ
と
で
、
結
局
は
聖
人
の
教
え
に
違
い
、
孟
子
と
同
等
の
罪
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
蘐
園
に
お
い
て
孟
子
が
酷
評
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
言
い
添
え
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
　
こ
の
春
台
の
荀
子
に
対
す
る
評
を
、
告
子
の
そ
れ
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
そ
の
差
は
暸
然
と
し
て
い
る
。
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然
れ
ば
是
羞
悪
の
心
は
、
人
人
の
性
に
本
来
有
る
者
に
は
非
ず
、
聖
人
の
教
に
て
出
来
れ
る
者
な
り
。
然
る
を
孟
子
は
只
今
の
人
を
見
て
、
羞
悪
之
心
、
人
皆
有
之
と
い
ふ
、
大
な
る
謬
な
り
。
告
子
が
仁
は
内
な
り
義
は
外
な
り
と
い
へ
る
は
、
聖
人
の
旨
に
叶
て
、
道
を
知
れ
る
言
な
り
。（『
聖
学
問
答
』
巻
之
上）26
（
）
性
の
論
は
、
告
子
が
い
ふ
と
こ
ろ
皆
是
な
り
。（『
聖
学
問
答
』
巻
之
上）2（
（
）
　
春
台
は
、
告
子
の
所
説
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
　
す
る
と
、
春
台
の
荀
子
観
を
見
る
限
り
、
春
台
を
荀
子
の
学
統
に
連
ね
た
蘭
洲
の
動
機
は
理
解
し
難
い
。
し
か
し
、
鷄
肋
本
の
第
六
段
に
お
い
て
増
さ
れ
て
い
る
次
の
一
節
を
見
れ
ば
、
蘭
洲
の
意
図
が
浮
ん
で
く
る
。
［
鷄
］吾
聞
く
大
宰
子
は
、
物
徂
來
の
徒
な
り
。
徂
來
の
学
、
臭
味
は
明
末
の
陋
儒
な
り
。君
臣
の
義
を
慢
ま
せ
ん
と
欲
す
こ
と
、
王
衍
、
馮
道
に
類
す
る
者
な
り
。
風
習
の
漸
く
す
る
所
、
乃
ち
彼
以
て
君
の
為
に
死
を
致
し
、
心
乱
し
狂
を
発
す
る
と
為
す
。
已
ん
ぬ
る
か
な
、
欒
共
子
曰
く
、「
民
は
三
に
生
く
。
之
に
事
ふ
る
に
一
の
如
く
す
」
と
。
唯
だ
其
の
在
る
所
な
れ
ば
則
ち
死
を
致
す
。
古
の
誼
な
り
。
彼
焉
ぞ
之
を
知
る
に
足
ら
ん）28
（
。
　
鷄
肋
本
で
は
、
春
台
は
徂
徠
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
徂
徠
の
学
に
君
臣
の
義
を
損
ね
る
要
素
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
春
台
は
君
臣
の
義
を
理
解
で
き
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
系
本
で
は
蘭
洲
が
批
判
対
象
と
し
て
い
た
の
は
春
台
と
い
う
個
人
の
所
論
で
あ
っ
た
が
、
鷄
肋
本
で
は
徂
徠
学
派
と
い
う
集
団
を
批
判
す
る
と
い
う
意
識
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
徂
徠
学
派
へ
の
批
判
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
学
派
の
領
袖
た
る
徂
徠
が
批
判
対
象
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
春
台
を
通
し
て
徂
徠
を
批
判
す
る
と
い
う
行
為
と
も
言
え
よ
う
が
、
そ
の
徂
徠
こ
そ
が
『
読
荀
子
』
に
よ
っ
て
夙
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
荀
子
の
思
想
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。『
読
荀
子
』
を
刊
行
し
た
徂
徠
の
弟
子
宇
佐
美
灊
水
は
、
徂
徠
学
に
対
す
る
荀
子
の
影
響
に
つ
い
て
斯
く
述
べ
る
。
且
つ
晩
年
荀
子
を
取
る
こ
と
多
し
。
若
し
今
日
の
挙
有
る
を
知
ら
ば
、
則
ち
何
ぞ
是
に
止
ま
ら
ん
や
。
必
ず
当
に
別
に
卓
奇
の
説
有
り
て
、
人
の
耳
目
を
驚
か
す
べ
し
。
其
の
著
す
所
の
弁
道
・
弁
名
・
論
語
徵
等
の
書
、
間
ま
荀
子
を
引
く
に
、
就
い
て
引
証
以
て
義
意
を
見
は
す
有
り
。（
且
晩
年
取
荀
子
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多
矣
。
若
知
有
今
日
之
挙
、
則
何
止
是
哉
。
必
当
別
有
卓
奇
之
説
、
驚
人
耳
目
焉
。
其
所
著
弁
道
・
弁
名
・
論
語
徵
等
書
、
間
引
荀
子
、
有
就
引
証
以
見
義
意
。）（『
読
荀
子
』
刻
読
荀
子
序）29
（
）
　
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
学
問
は
荀
子
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
多
い
と
、
弟
子
が
徂
徠
を
顕
彰
す
る
中
で
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
学
の
内
部
に
お
い
て
、
徂
徠
学
は
荀
子
の
学
で
あ
る
と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
な
お
『
読
荀
子
』
が
灊
水
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
で
あ
り
、
蘭
洲
は
そ
の
一
年
前
に
長
逝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘭
洲
が
こ
れ
を
見
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
徂
徠
が
『
読
荀
子
』
や
『
読
韓
非
子
』
を
著
述
し
た
こ
と
は
服
部
南
郭
の
『
物
夫
子
著
述
書
目
記
』
に
見
え
、
こ
れ
は
蘭
洲
生
前
の
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
南
郭
先
生
文
集
』
四
篇
巻
之
六
に
収
録
さ
れ
て
い
る）30
（
。
更
に
灊
水
も
言
う
よ
う
に
、
徂
徠
の
著
述
は
荀
子
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
徃
々
に
し
て
見
ら
れ
、
先
に
見
た
蘭
洲
の
「
荀
況
の
学
を
為
す
者
之
れ
有
り
、
韓
非
の
学
を
為
す
者
之
れ
有
り
、
孟
を
非
と
し
告
を
是
と
す
る
こ
と
有
る
者
之
れ
有
り
」
と
い
う
評
が
、
具
体
的
に
は
徂
徠
学
派
を
指
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
し
得
る
。
　
す
る
と
、
蘭
洲
が
春
台
個
人
で
な
く
徂
徠
学
を
、
延
い
て
は
そ
の
領
袖
た
る
徂
徠
を
念
頭
に
措
い
て
こ
れ
に
非
正
統
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
な
ら
ば
、
荀
子
こ
そ
が
相
応
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
せ
、
徂
徠
学
は
自
ら
が
そ
う
称
す
る
―
も
ち
ろ
ん
蘐
園
は
肯
定
的
に
で
あ
る
が
―
く
ら
い
な
の
で
あ
る
。
斯
る
事
情
に
よ
り
、
大
系
本
の
告
子
は
鷄
肋
本
に
お
い
て
荀
子
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
岸
田
が
注
目
し
た
告
子
の
名
は
、
鷄
肋
本
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
晩
年
の
蘭
洲
は
反
徂
徠
学
を
軸
に
し
て
自
身
の
思
想
活
動
を
整
理
し
て
お
り
、
蘭
洲
該
論
も
そ
う
し
た
構
想
の
下
で
改
稿
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
な
お
、
蘭
洲
は
徂
徠
を
攻
撃
し
た
も
の
の
、
決
し
て
こ
れ
を
矮
小
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。『
論
語
徴
』
を
批
判
し
た
蘭
洲
『
非
物
篇
』
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
非
に
曰
く
、
嗚
呼
徂
徠
、
門
を
杜ふさ
ぎ
書
を
読
み
、
世
と
相
ひ
渉
ら
ず
。
時
に
詰
問
す
る
者
有
り
。
輒
ち
曰
く
、「
習
ひ
異
に
し
対
を
置
か
ず
。
是
れ
我
が
家
法
」
と
。
是
を
以
て
栄
邁
に
余
有
り
と
雖
も
、
亦
た
遂
に
独
学
固
陋
を
免
れ
ず
。
勝
て
惜
し
む
可
き
か
な
。
並
河
崇
永
嘗
て
云
へ
ら
く
、「
徂
徠
も
亦
た
一
代
の
偉
人
。
但
だ
世
人
皆
な
知
る
所
に
、
而
れ
ど
も
己
独
り
之
を
知
る
と
為
す
。
此
れ
其
の
一
僻
」
と
。（
非
曰
、
嗚
呼
徂
徠
、
杜
門
読
書
、
不
与
世
相
渉
。
時
有
詰
問
者
。
輒
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曰
、「
習
異
不
置
対
。
是
我
家
法
。」
是
以
雖
栄
邁
有
余
、
亦
終
不
免
於
独
学
固
陋
。
可
勝
惜
哉
。
並
河
崇
永
嘗
云
、「
徂
徠
亦
一
代
偉
人
。
但
世
人
所
皆
知
、
而
為
己
独
知
之
。
此
其
一
僻
。」）（『
非
物
篇
』
巻
之
一）31
（
）
　
並
河
崇
永
の
「
徂
徠
も
亦
た
一
代
の
偉
人
」
と
い
う
言
葉
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
蘭
洲
は
徂
徠
の
力
量
を
充
分
に
認
め
た
上
で
批
判
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
　
先
程
見
た
蘭
洲
の
荀
子
観
に
お
い
て
も
、
荀
子
の
長
短
両
所
が
言
及
さ
れ
、
荀
子
は
正
統
で
は
な
い
と
さ
れ
な
が
も
、
そ
の
見
識
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
荀
子
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
徂
徠
も
、
や
は
り
偉
人
で
あ
る
と
高
評
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
独
自
の
見
識
を
打
ち
出
し
て
い
た
が
故
な
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
蘭
洲
は
思
想
活
動
を
展
開
す
る
に
際
し
、
論
難
対
象
で
も
あ
っ
て
も
そ
の
思
弁
に
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
全
面
的
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
長
所
に
も
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
四
、
天
皇
と
君
臣
の
義
と
の
こ
と
　
第
五
段
の
末
尾
に
は
、
大
系
本
に
は
見
え
な
い
一
節
が
増
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
蘭
洲
該
論
の
君
臣
論
に
関
し
て
、
従
来
の
理
解
に
修
正
を
迫
る
。
　
抑
も
、
田
原
は
議
論
の
前
提
と
し
て
江
戸
時
代
の
社
会
体
制
を
分
析
し
、
そ
こ
に
は
「
仁
政
」
と
「
御
家
」
と
い
う
二
つ
の
思
想
類
型
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
仁
政
の
思
想
と
は
、
天
―
将
軍
―
大
名
と
い
う
序
列
に
よ
っ
て
人
民
が
天
よ
り
預
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
将
軍
は
日
本
全
国
を
家
産
と
し
て
領
有
し
、
大
名
は
そ
の
家
産
を
分
担
し
て
預
け
ら
れ
た
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
、
将
軍
に
よ
っ
て
一
方
的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
御
家
の
思
想
と
は
、
鎌
倉
以
来
の
武
士
固
有
の
概
念
で
あ
り
、
大
名
―
家
臣
の
主
従
関
係
に
お
い
て
、
大
名
の
家
の
保
全
と
継
続
と
を
究
極
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
大
名
の
家
臣
よ
り
見
れ
ば
、
将
軍
―
大
名
の
主
従
関
係
も
そ
の
目
的
―
御
家
の
安
泰
―
を
果
た
す
た
め
の
一
手
段
に
過
ぎ
ず
、
御
家
を
守
る
た
め
に
は
、
原
理
的
に
は
将
軍
に
敵
対
す
る
こ
と
す
ら
も
手
段
と
し
て
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
君
臣
体
制
に
は
二
つ
の
思
想
類
型
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
将
軍
―
大
名
・
大
名
―
家
臣
と
い
う
よ
う
に
勢
力
範
囲
が
限
定
さ
れ
、
そ
れ
が
重
な
り
合
わ
ぬ
場
合
に
は
、
相
互
補
完
の
関
係
に
な
っ
て
い
た
と
い
う）32
（
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
田
原
は
、
二
重
構
造
の
君
臣
関
係
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
質
な
原
理
が
存
在
し
て
そ
れ
が
並
存
し
て
い
た
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
春
台
と
蘭
洲
と
の
君
臣
論
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
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で
、
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
寸
評
し
て
い
る
。
蘭
洲
の
言
葉
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、「
家
臣
の
心
は
主
君
の
心
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
べ
し
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
将
軍
と
大
名
と
の
関
係
と
大
名
と
家
臣
と
の
関
係
は
異
質
的
で
あ
り
、
前
者
は
一
種
の
契
約
関
係
で
あ
る
と
考
え
る
春
台
の
そ
れ
と
は
決
定
的
に
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
ち
が
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
蘭
洲
は
、
春
台
の
「
浅
野
の
家
臣
は
将
軍
を
怨
む
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
そ
れ
を
拒
否
す
る
に
終
っ
た
の
で
あ
る）33
（
。
将
軍
と
大
名
と
の
関
係
を
も
、
大
名
と
家
臣
と
の
関
係
と
お
な
じ
よ
う
に
、「
武
士
に
固
有
の
道
」
の
義
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
立
場
と
、
幕
藩
制
の
原
理
に
契
約
的
な
要
素
を
も
ち
こ
み
な
が
ら
、
と
く
に
大
名
と
家
臣
と
の
間
に
は
「
武
士
に
固
有
の
道
」
の
義
を
も
加
え
て
解
そ
う
と
す
る
春
台
と
は
、
は
た
し
て
い
ず
れ
が
幕
藩
制
の
真
実
を
つ
か
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
か）34
（
。
　
補
足
を
し
て
お
く
と
、「
武
士
に
固
有
の
道
」と
は
、春
台
が「
わ
が
東
方
の
士
、
お
の
づ
か
ら
一
道
あ
り
。（
我
東
方
之
士
自
有
一
道）3（
（
。）」
と
言
っ
て
大
名
―
家
臣
の
間
に
設
定
す
る
君
臣
関
係
で
あ
り
、
実
は
こ
れ
が
蘭
洲
の
義
―
下
位
者
が
一
方
的
に
上
位
者
に
服
従
―
に
相
当
し
て
い
る）36
（
。
田
原
は
明
言
こ
そ
せ
ぬ
も
の
の
、
単
一
の
君
臣
観
念
に
よ
っ
て
の
み
幕
藩
制
を
理
解
す
る
蘭
洲
は
正
確
に
社
会
体
制
を
分
析
で
き
て
お
ら
ず
、
春
台
の
方
が
よ
り
実
情
に
即
し
た
理
解
を
し
て
い
た
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
大
系
本
に
依
る
限
り
、
こ
う
し
た
理
解
が
穏
当
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
鷄
肋
本
に
お
い
て
増
さ
れ
た
部
分
は
、
斯
る
見
解
に
強
く
修
正
を
迫
る
。
［
鷄
］語
に
曰
く
、
君
君
た
ら
ず
と
雖
も
、
臣
臣
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
、
と
。
果
た
し
て
其
説
の
如
き
な
る
や
、
君
臣
為
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
而
て
其
の
臣
其
の
君
の
臣
為
ら
ざ
ら
ん
を
欲
す
な
り
。
豈
に
理
な
ら
ん
や
。
其
の
説
の
由
る
所
を
推
せ
ば
、
王
朝
を
蔑
視
す
る
の
致
す
所
な
り
。
何
ぞ
や
。
彼
其
の
紀
事
に
曰
く
、
山
城
天
皇
、
人
を
し
て
来
聘
せ
し
む
、
と
。
夫
れ
天
皇
に
し
て
係
く
る
に
地
を
以
て
す
る
は
、
豈
に
江
都
の
王
朝
を
尊
ぶ
意
な
ら
ん
や
。
孔
子
の
時
、
周
室
卑
微
に
し
て
、
小
侯
に
同
じ
な
る
も
、
孔
子
春
秋
を
修
む
る
に
、
天
王
を
地
も
て
せ
ざ
る
は
、
蓋
し
大
義
を
存
す
れ
ば
な
り
。
彼
猥
り
に
自
ら
尊
大
に
、
敢
へ
て
儒
者
を
稱
す
る
も
、
而
れ
ど
も
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名
と
分
と
を
識
ら
ず
。
哀
れ
か
な）3（
（
。
　
「
君
君
た
ら
ず
と
雖
も
、
臣
臣
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
は
『
古
文
孝
経
』
序
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
が）38
（
、
皮
肉
な
こ
と
に
広
く
読
ま
れ
た
の
は
太
宰
春
台
訓
点
本
で
あ
る
。
ま
た
、『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
十
七
年
六
月
の
杜
預
注
に
も
見
え）39
（
、
蘭
洲
は
こ
の
古
言
を
枕
に
し
、
春
台
の
契
約
的
君
臣
論
を
批
判
し
て
い
く
。
即
ち
、
主
君
側
の
対
応
に
関
わ
ら
ず
、
臣
下
は
常
に
臣
下
と
し
て
の
立
場
を
堅
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
春
台
の
契
約
的
君
臣
論
は
、
天
皇
を
軽
ん
ず
る
と
い
う
不
敬
な
観
念
よ
り
生
じ
て
い
る
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
江
戸
の
儒
者
の
所
説
を
尊
皇
の
心
が
足
り
ぬ
せ
い
で
あ
る
、
と
し
て
非
難
す
る
論
法
は
、
後
に
竹
山
も
室
鳩
巣
に
対
し
て
行
っ
て
お
り
、
蘭
洲
の
斯
る
ロ
ジ
ッ
ク
は
竹
山
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る）40
（
。
　
こ
の
よ
う
に
、
鷄
肋
本
に
増
さ
れ
た
部
分
に
よ
っ
て
、
蘭
洲
が
君
臣
の
義
を
幕
藩
制
の
将
軍
―
大
名
―
家
臣
と
い
う
構
造
か
ら
考
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
天
皇
と
い
う
唯
一
に
し
て
至
尊
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
て
論
じ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
赤
穂
事
件
に
天
皇
は
直
接
関
与
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
刃
傷
事
件
の
舞
台
が
勅
使
接
待
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
、朝
廷
が
関
わ
る
。よ
っ
て
、
赤
穂
事
件
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
天
皇
に
言
及
す
る
こ
と
は
稀
罕
で
あ
り
、
蘭
洲
の
所
論
は
異
色
で
あ
る
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
蘭
洲
に
と
っ
て
、
君
臣
の
義
と
は
天
皇
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
蘭
洲
は
、
崎
門
に
お
け
る
君
臣
論
を
斯
く
称
え
る
。
山
崎
先
生
神
道
ヲ
主
張
ス
ル
ニ
訳
ア
リ
。
孔
子
『
春
秋
』
を
述
テ
、
微
々
タ
ル
周
王
ヲ
尊
崇
シ
テ
、
君
臣
ノ
名
分
ヲ
正
ス
。
山
崎
先
生
此
意
ニ
従
ヒ
、
日
本
ノ
天
皇
ハ
百
王
一
世
ノ
神
孫
ナ
ル
事
ヲ
天
下
ノ
人
ニ
知
ラ
シ
メ
、
天
皇
ヲ
尊
崇
シ
テ
君
臣
ノ
分
ヲ
正
ス
意
也
。
其
後
絅
斎
先
生
ノ
『
靖
献
録
』
ヲ
著
述
シ
テ
、
古
昔
ノ
忠
信
ノ
人
ヲ
挙
ラ
レ
タ
リ
。
コ
レ
又
山
崎
先
生
ト
其
取
ル
処
ハ
違
ヘ
ト
モ
、
忠
信
ノ
人
ヲ
挙
テ
君
臣
ノ
分
ヲ
正
シ
、
天
皇
ヲ
尊
崇
ス
ル
ノ
意
ハ
一
ツ
也
。
栗
山
先
生
ノ
『
保
建
大
記
』
ヲ
著
述
ス
ル
モ
、
又
同
一
意
也
。
朱
子
ハ
綱
目
ニ
テ
正
統
不
正
統
ヲ
正
サ
ル
。（『
鈎
深
録）41
（
』）
　　
君
臣
の
名
分
、
忠
信
は
、
一
系
た
る
天
皇
を
戴
く
こ
と
に
基
づ
い
て
語
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
天
皇
こ
そ
が
君
臣
論
の
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
蘭
洲
の
意
図
と
し
て
は
、
天
皇
に
対
す
る
不
忠
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、如
何
な
る
事
情
が
有
れ
ど
も
常
に
君
は
君
た
り
、
臣
は
臣
た
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
っ
て
、
春
台
五井蘭洲『鷄肋篇』所収「駁太宰純赤穗四十六士論」について ― 黑田秀教
77
の
よ
う
に
君
臣
関
係
に
契
約
の
如
き
概
念
を
持
ち
込
む
こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
ぬ
こ
と
に
な
る
。
事
情
が
有
れ
ば
臣
た
ら
ざ
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
大
逆
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蘭
洲
が
君
臣
関
係
を
、
臣
下
の
側
が
一
方
的
に
忠
を
奉
げ
る
も
の
と
し
て
の
み
理
解
す
る
の
は
、
武
士
の
世
界
や
幕
藩
制
を
分
析
し
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
天
皇
を
戴
く
と
い
う
日
本
の
国
柄
に
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
近
代
以
後
に
一
般
化
し
た
用
語
に
よ
っ
て
換
言
す
れ
ば
、
春
台
は
君
臣
論
を
武
士
の
世
界
に
限
定
し
て
論
じ
て
い
た
の
に
対
し
、
蘭
洲
は
論
点
を
国
体
論
に
す
り
替
え
、
君
臣
の
義
を
日
本
人
全
員
の
問
題
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
斯
る
蘭
洲
の
意
図
は
、
第
六
段
の
改
変
か
ら
も
窺
え
る
。
蘭
洲
は
第
六
段
に
お
い
て
、
先
程
触
れ
た
春
台
の
「
わ
が
東
方
の
士
、
お
の
づ
か
ら
一
道
あ
り
。」
と
い
う
発
言
を
批
判
す
る
。
［
鷄
］義
な
る
者
は
天
下
の
同
じ
う
す
る
所
に
し
て
、
其
の
為
す
所
や
義
に
当
た
ら
ば
、
何
ぞ
自
づ
か
ら
一
道
有
り
と
為
さ
ん
。
天
下
の
悪
は
一
な
り
。
茍
く
も
義
に
当
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
道
と
為
す
に
足
ら
ず
。
是
れ
皆
な
武
人
俗
吏
の
談
に
し
て
、
君
子
の
辞
に
非
ず）42
（
。
［
大
］義
な
る
者
は
、
天
下
の
同
じ
う
す
る
所
に
し
て
、
そ
の
為
す
所
や
義
に
当
た
ら
ば
、
何
ぞ
お
の
づ
か
ら
一
道
あ
り
と
為
さ
ん
。
茍
く
も
義
に
当
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
ま
た
以
て
道
と
為
す
に
足
ら
ず
。
こ
れ
み
な
武
人
俗
吏
の
談
に
し
て
、
士
君
子
の
辞
に
非
ず）43
（
。
　
鷄
肋
本
も
大
系
本
も
論
旨
に
関
わ
る
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
引
用
部
分
の
末
尾
に
注
目
さ
れ
た
い
。
大
系
本
で
は
正
し
い
義
を
弁
え
て
い
る
人
物
は
「
士
君
子
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
鷄
肋
本
で
は
「
君
子
」
に
改
め
ら
れ
、「
士
」
が
削
去
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
春
台
の
如
き
妄
説
は
「
武
人
俗
吏
」
の
考
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
に
お
け
る
「
吏
」
は
武
士
階
級
が
独
占
し
て
い
た
。
儒
者
が
「
士
」
と
言
え
ば
「
士
大
夫
」
と
い
う
概
念
を
念
頭
に
措
く
こ
と
も
多
い
が
、
こ
こ
で
の
蘭
洲
は
、
春
台
の
よ
う
な
考
え
方
は
武
士
の
妄
言
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
春
台
・
徂
徠
は
共
に
武
士
階
級
の
出
自
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
鷄
肋
本
で
「
士
」
が
削
除
さ
れ
た
の
も
、
武
士
は
君
臣
の
義
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
意
識
に
基
づ
い
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
鷄
肋
本
に
お
け
る
蘭
洲
は
議
論
に
天
皇
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
武
家
社
会
の
み
を
想
定
す
る
春
台
と
、
武
家
社
会
の
特
殊
性
を
否
定
し
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
普
遍
的
な
君
臣
関
係
を
想
定
す
る
蘭
洲
と
と
い
う
対
立
構
造
を
鮮
明
化
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
懐徳堂研究　第 10 号　平成 31 年 2 月 28 日
78
五
、
お
わ
り
に
　
本
論
で
は
、
五
井
蘭
洲
「
駁
太
宰
純
赤
穗
四
十
六
士
論
」
に
つ
い
て
、
今
日
広
く
参
照
さ
れ
て
い
る
岩
波
日
本
思
想
大
系
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
（
大
系
本
）
と
、
蘭
洲
没
後
間
も
無
く
に
中
井
竹
山
・
履
軒
が
編
集
校
訂
し
た
蘭
洲
遺
稿
集
『
鷄
肋
篇
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
（
鷄
肋
本
）
と
の
異
同
に
着
目
し
、
こ
れ
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
①
鷄
肋
本
で
は
、
春
台
個
人
へ
の
反
駁
で
は
な
く
、
徂
徠
を
領
袖
と
す
る
徂
徠
学
派
批
判
の
意
識
が
前
面
に
出
て
お
り
、
そ
の
た
め
大
系
本
の
「
告
子
義
外
説
」
と
い
う
表
現
が
鷄
肋
本
で
は
「
荀
子
義
外
説
」
に
変
更
さ
れ
た
、
②
鷄
肋
本
で
は
君
臣
論
を
繞
る
議
論
に
天
皇
が
持
ち
出
さ
れ
、
武
家
社
会
を
念
頭
に
置
く
春
台
と
日
本
の
国
体
を
念
頭
に
置
く
蘭
州
と
と
い
う
対
立
に
議
論
が
す
り
替
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
二
つ
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
　
な
お
、
赤
穂
義
士
論
に
お
い
て
天
皇
に
言
及
す
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
こ
と
は
行
論
中
に
も
述
べ
た
が
、
こ
れ
も
蘭
洲
が
常
々
尊
皇
の
念
を
懐
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
尊
皇
心
は
竹
山
・
履
軒
に
も
継
承
さ
れ
て
い
き
、
懐
徳
堂
の
一
つ
の
特
色
に
も
な
っ
て
い
く
。
　
本
論
で
語
る
べ
き
こ
と
は
以
上
で
あ
る
が
、
最
後
に
蘭
洲
の
浅
野
長
矩
と
大
石
良
雄
と
に
対
す
る
人
物
評
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
蘭
洲
は
鷄
肋
本
に
お
い
て
「
君
君
た
ら
ず
と
雖
も
、
臣
臣
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
、
浅
野
長
矩
は
君
主
と
し
て
は
失
格
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
石
良
雄
は
忠
節
を
貫
い
た
忠
臣
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
蘭
洲
の
「
大
石
良
雄
画
像
賛
」
に
は
、
大
石
を
称
え
て
「
生
く
る
に
君
を
得
ざ
る
も
、
節
は
死
す
る
に
全
う
す
。
忠
肝
義
膽
せ
ば
、
懦
夫
も
斯
ち
起
つ
。（
生
不
得
君
、
節
全
於
死
。
忠
肝
義
膽
、
懦
夫
斯
起）44
（
。）」
と
あ
る
。
君
主
に
恵
ま
れ
ず
と
も
身
命
を
賭
し
て
忠
義
を
全
う
す
べ
し
と
は
、
原
則
論
を
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
こ
れ
を
賛
と
し
て
大
石
良
雄
の
肖
像
画
に
寄
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
人
が
「
君
」
に
浅
野
長
矩
を
重
ね
る
こ
と
は
相
違
な
く
、
蘭
洲
も
当
然
そ
れ
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
ち
な
み
に
蘭
洲
は
、
大
石
は
平
素
よ
り
韜
晦
し
て
才
覚
を
露
に
し
て
い
な
か
っ
た
め
、
浅
野
に
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
と
理
解
し
て
い
る）4（
（
。
す
る
と
蘭
洲
に
と
っ
て
、「
君
君
た
ら
ず
と
雖
も
、
臣
臣
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
い
う
理
念
は
、
正
し
く
浅
野
・
大
石
主
従
が
体
現
し
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
注（１
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』（
吉
川
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弘
文
館
、
昭
和
五
十
三
年
）、「
第
三
章　
三　
５
五
井
蘭
洲
の
『
太
宰
純
赤
穂
四
十
六
士
論
を
駁
す
』」。
（
２
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
四
八
頁
。
（
３
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
七
二
頁
。
（
４
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
五
〇
頁
。
（
５
） 
岸
田
知
子「
五
井
蘭
洲「
駁
太
宰
純
赤
穂
四
十
六
士
論
」に
つ
い
て
」（『
中
国
研
究
集
刊
麗
号
』
第
四
十
八
号
、
平
成
二
十
一
年
）。 
（
６
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
〇
五
～
一
一
一
頁
。
（
７
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
六
五
頁
。
（
８
） 
石
井
紫
郎
校
注
『
近
世
武
家
思
想
』（
日
本
思
想
大
系
27
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）、
四
一
七
～
四
二
四
頁
。
（
９
） 『
近
世
武
家
思
想
』、
五
頁
。
（
10
） 『
近
世
武
家
思
想
』、
五
頁
、「
復
讐
論
」
条
。
（
11
） 『
近
世
武
家
思
想
』、
四
頁
、「
多
聞
伝
八
郎
覚
書
」
条
。
同
五
頁
、「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
条
。
（
12
） 『
非
物
篇
』（
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
叢
書
二
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元
年
）、
一
頁
。
（
13
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
六
五
頁
。
（
14
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
六
十
二
頁
。
（
15
） 
岸
田
知
子
「
五
井
蘭
洲
「
駁
太
宰
純
赤
穂
四
十
六
士
論
」
に
つ
い
て
」、
一
二
六
頁
。
（
16
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
一
、
四
十
一
葉
裏
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
以
後
の
引
用
は
新
字
に
統
一
し
、
ま
た
和
文
の
引
用
で
あ
れ
ば
、
踊
り
字
や
変
体
仮
名
等
は
適
宜
通
常
表
記
に
改
め
て
い
る
。
（
17
） 『
近
世
武
家
思
想
』、
四
二
〇
頁
。
（
18
） 『
日
本
倫
理
彙
編
』
第
八
巻
（
育
成
会
、
明
治
三
十
五
年
）、
三
五
三
頁
。
（
19
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
三
、
十
七
葉
表
。
（
20
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
四
、
十
一
葉
裏
。
（
21
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
四
、
十
二
葉
表
。
（
22
） 
詳
細
は
拙
稿
「
尽
く
は
書
を
信
ぜ
ざ
る
儒
者
―
中
井
履
軒
の
経
書
観
」
（『
台
大
日
本
語
文
研
究
』
第
三
十
三
期
、
中
華
民
国
一
〇
六
年
）
を
参
照
。
（
23
） 
溝
口
雄
三
・
丸
山
松
幸
・
池
田
知
久
編
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
十
三
年
）、
一
〇
二
頁
。
（
24
） 
岸
田
知
子
「
五
井
蘭
洲
「
駁
太
宰
純
赤
穂
四
十
六
士
論
」
に
つ
い
て
」、
一
二
二
頁
。
（
25
） 『
日
本
倫
理
彙
編
』
第
六
巻
（
育
成
会
、
明
治
三
十
五
年
）、
二
四
三
頁
。
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（
26
） 『
日
本
倫
理
彙
編
』
第
六
巻
、
二
五
〇
頁
。
（
27
） 『
日
本
倫
理
彙
編
』
第
六
巻
、
二
五
三
頁
。
（
28
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
一
、
四
十
二
葉
表
～
裏
。
（
29
） 『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
三
巻
（
河
出
書
房
、
昭
和
五
十
年
）、
十
二
～
十
三
、
四
七
二
頁
。
（
30
） 『
南
郭
先
生
文
集
』（
近
世
儒
家
文
集
集
成　
第
七
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
六
十
年
）、
三
八
〇
頁
上
。
（
31
） 『
非
物
篇
』、
四
頁
上
。
（
32
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
七
十
四
～
一
〇
四
頁
。
（
33
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
七
五
～
一
七
六
頁
。
（
34
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
七
八
～
一
七
九
頁
。
（
35
） 『
近
世
武
家
思
想
』、
四
〇
七
、
四
一
〇
頁
。
（
36
） 
田
原
嗣
郎
『
赤
穂
四
十
六
士
論
―
幕
藩
体
制
の
精
神
構
造
―
』、
一
七
八
頁
。
（
37
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
一
、
四
十
一
葉
裏
。
（
38
） 
太
宰
春
台
訓
点
『
重
刻
古
文
孝
経
』（
旧
序
首
「
古
文
孝
経
」 
初
印
享
保
十
七
年 
紫
芝
園
蔵
版
、
小
林
新
兵
衞
刊
、
文
政
二
年
）、
四
葉
表
。
（
39
） 
阮
元
『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』
六
（
嘉
慶
二
十
年
重
刊
宋
本
影
印
、
中
文
出
版
社
、
平
成
元
年
）、
四
〇
三
五
頁
。
（
40
） 
陶
徳
民
「
国
粋
主
義
と
中
華
崇
拝
を
越
え
て
―
五
井
蘭
洲
『
百
王
一
姓
論
』
の
評
価
―
（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
一
、
平
成
二
十
年
）、
七
十
六
～
七
十
七
頁
。
（
41
） 
五
井
蘭
洲
『
鈎
深
録
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
）、
四
十
四
葉
裏
～
四
十
五
葉
表
。
（
42
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
一
、
四
十
二
葉
表
。
（
43
） 『
近
世
武
家
思
想
』、
四
二
〇
頁
。
（
44
） 『
鷄
肋
篇
』
巻
之
三
、
十
三
葉
裏
。
（
45
） 
五
井
蘭
洲
「
冽
庵
漫
録
」
一
（『
鷄
肋
篇
』
巻
之
四
、
二
十
八
葉
表
。）
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